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問題  

飽和正規圧密粘土を圧密非排水三軸圧縮試験(CU 試験)を行った。その結果が以下の表のよ

うになった。 

 

 

 

①この粘土の破壊時の間隙圧係数 A が 0.5 であるとき，試験１と２の有効応力径路の概

略を描きなさい。また，この粘土の限界状態線の傾き（破壊時の pq ′/ ）を求めよ。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

②全応力のモールの応力円を描くとともに，強度増加率 )/( pcu を求めなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験 No. 初期有効拘束圧 3σ (kPa) 破壊時軸差応力 q (kPa) 
1 100 120 
2 200 240 

解答例 
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のがポイント 
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強度増加率 cu/p = 60/100 = 120/200 = 0.6 
 

直接は関係ない 


